






米国疾病予防管理センター(CDC) 

キクラゲに関連したサルモネラ感染症アウトブレイク 

https://www.cdc.gov/salmonella/stanley-09-20/index.html 

食品安全警告 最終情報  

2020 年 11 月 4 日東部時間 PM3:00 

 

本アウトブレイクは終了したとみられる。しかしキクラゲは保存期間が⾧いため、リコール

されたことに気づいていないレストランが当該キクラゲを提供すればまだ感染する可能性

がある。FDA のウェブサイトでリコール対象製品をチェックすること。 

 

CDC、州の公衆衛生、規制担当官、および、FDA はキクラゲ(wood ear mushroom)（一般

的にはキクラゲ kikurage または乾燥キノコとも呼ばれる）に関連したサルモネラスタンレ

ー感染症の複数州にわたるアウトブレイクを調査した。 

 

消費者と販売店への助言 

 ・本アウトブレイクは終了したとみられる。乾燥キクラゲは保存期間が⾧い。レストラン

は Wismettac Asian Foods, Inc.社が供給した当該キクラゲの在庫がないかチェックす

る必要がある。 

   -このキノコはレストランだけに販売され、一般には直接販売されなかった。 

   -レストランの従業員はリコールされた乾燥キノコをチェックし、提供、販売しては

いけない。 

   -キクラゲは一般的に kikurage、乾燥黒キノコ、乾燥キノコ、または、mu’er, mu er, 

mu-err とも言われている。 

  ・通常、乾燥キノコは必ず沸騰で元に戻し殺菌するべきだが、今回のリコール対象キク

ラゲには当てはまらない。これらは廃棄しなければならない。 

 ・このキクラゲが接触したかもしれない表面（まな板、カウンター、調理器具、保存容

器など）はすべて洗浄、殺菌すること。 

 

サルモネラ感染症の症状 

  ・サルモネラ感染者のほとんどは、細菌に暴露した後 6 時間から 6 日後に下痢、発熱、胃

痙攣の症状が出る。 

・症状は通常 4 日から 7 日続き、多くの人は治療なしで回復する。 

・症状が重くなり入院が必要となる人もいる。サルモネラ感染は腸から血流に広がって体

内の他の部分にも移行する可能性がある。 

 ・5 歳未満の子供、65 歳以上の成人、免疫系の機能が弱くなっている人は重症化する傾

向がある。 



 ・詳細はサルモネラ感染症の症状のページを参照。 

  https://www.cdc.gov/salmonella/general/salmonella-symptoms.html 

 

最終アウトブレイク情報 

 ・2020 年 11 月 4 日時点で本アウトブレイクは終了したとみられる。  

  ・12 の州からサルモネラスタンレーのアウトブレイク菌株に感染した 55 人の患者が報

告された。 

   -入院患者 6 人。死亡者の報告はない。 

・疫学、遡り調査、検査のエビデンスから、Wismettac Asian Foods, Inc.社が供給したキ

クラゲが感染源の可能性があることが示された。 

 ・2020 年 9 月 23 日、同社はサルモネラ汚染のおそれにより乾燥キノコをリコールした。 

 

***************************************************************************************** 

調査の詳細 

2020 年 11 月 4 日 

CDC、州の公衆衛生規制担当官、FDA はサルモネラ感染症の複数州にわたるアウトブレイ

クを調査した。 

 

公衆衛生調査官はパルスネットシステムを使って、アウトブレイクの一部となる疾患を特

定している。パルスネットは、CDC が統合している公衆衛生および食品規制局の研究所の

全米サブタイピングネットワークである。患者から分離したリステリアの菌株は、標準化さ

れた検査と全ゲノムシークエンス解析(WGS)と呼ばれるデータ分析を使用して DNA フィ

ンガープリントが実施される。CDC が管理するパルスネットは、これらの DNA 配列の全

国データベースで、潜在的アウトブレイクを特定するために使用されている。調査官は、

WGS から疾患の原因菌に関する詳細情報を得ることができる。今回の調査では、感染者か

ら分離した細菌は遺伝的に密接に関連していることが WGS から示された。これは本アウト

ブレイクの感染者が共通の感染源を持つ可能性が高いことを意味する。 

 

12 の州からサルモネラスタンレーのアウトブレイク菌株に感染した合計 55 人の患者が報

告された。州および感染者数のリストは別ページ参照。 

https://www.cdc.gov/salmonella/stanley-09-20/map.html 

 

発症日は 2020 年 1 月 21 日から 9 月 19 日にかけてだった。感染者の年齢範囲は 2 歳未満

から 74 歳、中央年齢は 28 歳、57%が女性だった。情報が明らかな 48 人中 6 人が入院し

た。死亡者の報告はない。 

 



感染者の 35 の分離菌に全ゲノムシークエンス解析を行ったところ、いかなる抗生物質耐性

も予想されなかった。CDC の全米抗菌剤耐性モニタリングシステム研究所による標準的な

抗生物質感受性試験が現在行われている。 

 

アウトブレイク調査 

疫学、遡り調査、検査のエビデンスから、本アウトブレイクの汚染源は Wismettac Asian 

Foods, Inc.社の供給したキクラゲの可能性が高いことが示された。 

 

聞き取り調査で、感染者は発症する前の週の喫食歴およびその他の暴露について質問を受

けた。23 人中 22 人(96%)が発症する前の週にレストランでラーメンを食べたと報告した。

数人の人が同じラーメン店で喫食したと報告しており、症例クラスターの一部だった可能

性があることがわかった。 

 

食中毒疾患クラスターは、発症する前の週に同じレストランで喫食、共通するイベントに出

席、あるいは、同じ食料品店で買い物した人で、同じ家庭の人ではない 2 人以上の人と定義

される。疾患クラスターの調査は、アウトブレイクの感染源の重要な手がかりとなる。お互

いに関係のない感染者が、数日内に同じレストランや店で食べたり買い物をしたりしてい

た場合、汚染食品がそこで提供されたか、販売されたことを示唆している。 

 

5 つの疾患クラスターは 3 つの州のラーメンレストランに特定された。レストランクラスタ

ーに関連する感染者 11 人中 10 人(91%)がキクラゲ、またはキクラゲを含むラーメンを発

症する前の週に食べたと報告した。 

 

FDA と州は疾患クラスターの発生したレストラン 4 店から遡り調査を行い、感染者が食べ

たキクラゲの供給元を特定した。その結果、Wismettac Asian Foods, Inc.社がこれらのレス

トランにキクラゲ（乾燥キノコ）を供給したことがわかった。 

 

2020 年 9 月 23 日、Wismettac Asian Foods, Inc.社はサルモネラ汚染の可能性により乾燥キ

ノコをリコールした。2020 年 10 月 1 日、カリフォルニア州公衆衛生局はリコールした乾

燥キノコの検体にサルモネラスタンレーのアウトブレイク菌株を同定した。 

 

2020 年 11 月 4 日本アウトブレイクは終了したとみられる。 

 

 

 

最終ページ更新日：2020 年 11 月 4 日 


